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平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、（
第
３
号
）及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
３
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一

般

会

計

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
モ
デ
ル
構
築
事
業

Ｑ
補
正
の
内
訳
に
つ
い
て
。

Ａ
市
民
協
働
推
進
課
主
席
主
幹

今

回
の
補
正
増
を
含
め
る
と
、
総
額

で
約
８
９
７
６
万
円
と
な
る
も
の
で
、

内
容
は
、
携
帯
電
話
端
末
で
の
地
域
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
は
じ
め
と

し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
や
光
回
線

使
用
等
で
、
全
体
的
な
改
善
、
高
度
化

を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
貢
献
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

と
名
称
を
変
更
し
、
今
後
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

Ｑ
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
が
ん
検
診
の
内
容
は
。

Ａ
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

子
宮
頸
が

ん
検
診
は
、
２０
歳
か
ら
４０
歳
ま
で

の
５
歳
刻
み
、
乳
が
ん
検
診
は
４０
歳
か

ら
６０
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
人
を
対
象

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
出
し
て
、
無
料
で
検

診
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
も
の

で
あ
る
。

体
育
館
の
耐
震
診
断
事
業

Ｑ
小
・
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
診
断

事
業
の
内
容
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
主
席
主
幹

対
象
と

な
る
体
育
館
は
、
小
学
校
５
校
、

中
学
校
３
校
で
、
今
後
の
耐
震
化
へ
向

け
て
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
耐
震
診

断
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備

Ｑ
小
・
中
学
校
の
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
整
備
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
主
席
主
幹

教
職
員

用
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
各
校
１０

台
、
プ
リ
ン
タ
ー
１
台
、
サ
ー
バ
ー
１

台
を
整
備
し
て
、
職
員
室
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
構
築
し
、
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

消
費
生
活
啓
発
相
談
事
業

Ｑ
専
用
窓
口
の
移
設
と
聞
い
て
い
る

が
、
消
費
者
庁
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
の
影
響
な
の
か
。

Ａ
産
業
振
興
課
長

影
響
は
し
て
い

る
。

内
容
は
、
消
費
生
活
相
談
の
窓
口
強

化
を
図
る
た
め
、
専
用
の
相
談
室
を
３

室
つ
く
り
、
対
応
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

公
園
施
設
改
善
事
業

Ｑ
施
設
改
善
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
都
市
計
画
課
長

地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
市
内
公
園
に
あ
る
老
朽
化
し
た

遊
具
の
改
修
、
交
換
、
更
新
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
公
園
予
定
地
の
新
町
中
央
広

場
と
柳
戸
広
場
に
遊
具
の
新
設
、
ト
イ

レ
の
設
置
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

鶴
ヶ
島
市
ク
ラ
ウ
ド
構
築
事
業

Ｑ
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
市
政
情
報
課
長

主
な
内
容
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
品
質
向
上
、

各
種
サ
イ
ト
と
の
連
携
強
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
基
盤
整
備
と
し
て
、
市
内
公

共
施
設
１０
か
所
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
設
置
す
る
。

さ
ら
に
人
材
育
成
を
し
て
、
幅
広
く

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金
の
追
加
及
び
高
額

療
養
費
特
別
支
給
金
に
要
す
る
経
費
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

老
人
保
健

２０
年
度
の
額
の
確
定
に
伴
い
、
県
支

出
金
及
び
支
払
基
金
交
付
金
の
償
還
に

要
す
る
経
費
等
を
補
正
し
ま
し
た
。

介
護
保
険

Ｑ
繰
越
金
の
確
定
時
期
に
つ
い
て
。

Ａ
高
齢
者
福
祉
課
長

給
付
関
係
の

動
向
等
に
よ
り
、
年
度
を
締
め
た

後
の
６
月
末
頃
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
補
正
で
の
基
金
積
立
て
に
つ
い
て
。

Ａ
高
齢
者
福
祉
課
長

現
在
の
基
金

は
、
介
護
保
険
料
の
改
定
に
伴
う

上
昇
分
を
抑
え
る
た
め
に
今
後
２
年
間

で
ほ
ぼ
全
額
取
り
崩
す
予
定
で
、
今
回

の
積
立
額
が
新
た
に
基
金
に
加
わ
る
予

定
で
あ
る
。

議
案
第
４３
号
施
設
使
用
料
の
適
正

化
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
に
対
す
る
附
帯
決
議

施
設
使
用
料
の
適
正
化
の
検
討
に
あ

た
っ
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、「
負

担
の
公
平
性
の
確
保
」
を
目
的
と
し
て
、

「
応
分
の
負
担
」
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
統
一
的
な
基
準
を
定
め
た
。

鶴
ヶ
島
市
の
公
民
館
等
の
施
設
は
、

市
民
が
と
も
に
学
び
合
う
場
に
加
え
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
、
地
域
福

祉
の
拠
点
と
し
て
、
交
流
と
連
携
に
果

た
す
そ
の
役
割
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。使

用
料
の
適
正
化
は
、
持
続
可
能
な

（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
）
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
手
段
で
あ
り
、
市
民
の
交
流
と

連
携
を
通
し
て
の
福
祉
の
向
上
こ
そ
、

そ
の
目
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今

後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
制
度
、

運
用
の
両
面
に
わ
た
り
、
市
民
の
幅
広

い
議
論
を
喚
起
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

持
続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
）
ま

ち
づ
く
り
と
市
民
の
交
流
と
連
携
の
推

進
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

委
員
会
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
負
担
の
公
平
性
の
確
保
を
果

た
す
た
め
に
、
そ
の
減
免
規
定
の
公
平

で
厳
格
な
運
用
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
２１
年
９
月
７
日

鶴
ヶ
島
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会

会計別 補正額補正後の額
一 般 会 計
（第２号）

４５１,９３７ １７,２９３,７８６

一 般 会 計
（第３号）

４９,７８６ １７,３４３,５７２

国民健康保
険特別会計

２,１２９ ５,９０３,２１８

老 人 保 健
特 別 会 計

△１,０３９ １７,０１１

介 護 保 険
特 別 会 計

１２６,２１８ ２,４６６,０２９

（単位：千円）
▼９月補正予算の状況

つるがしま市議会だより第１４７号 〔６〕


